
 

＝
冬
の
歌
＝ 

 

 

 

 

 

 

『サロン・マグノリア 岡玲子文

集』 

 

 

 

 

 

『』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サロン・マグノリア―岡玲子文集』 

 

 

     

              

              

✪

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
会
報 

通
信 

№
555

№
556

№
557   

♠ 

♡ 

♦ 

♧ 

 
 

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会
、
東
中
野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

 
 

第
５
５
５
回  

5
月
24
日(

日) 
13:00

～17:00 

読
書
会  

洋
室
３(

２
階)  

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』「
父
と
子
」
第
５
章
～
第
８
章 

P256  (

新
潮
文
庫
版)

。 

   

送
付
資
料
は
、
①
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
総
会
資
料 

愛
好
会
会
則
。 

②
「
芹
沢
光
治
良
の
周
辺
人
物
」 

 
 
 

勝
呂
奏
『
奏 2026 

春
』
第
50
号
、
二
〇
二
六
年
三
月
三
日
発
行 

発
行
人 

勝
呂
奏
。
③
『
芹
沢
光
治
良
ノ
ー
ト 

 
 
 

⑹
』『
狭
き
門
よ
り
』
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？ 

芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団 

２
０
２
６
年
５
月
４
日
発
行 

。 

    

第
５
５
６
回   

6
月
28
日(

日) 
13:00

～17:00 

読
書
会  

調
理
室
３(

１
階) 

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』「
愛
」
第
１
章
～
第
４
章 

P95   (

新
潮
社
版 

黒
い
表
紙
の
も
の)  

   

送
付
資
料
は
、
①2025

年
度
収
支
計
算
書
訂
正
版
。 

②
「
芹
沢
光
治
良
『
懺
悔
紀
』
ノ
ー
ト
」
勝
呂
奏(

『
奏 

     
2026 

春
』
第
50
号 P65

～P95)   

③
チ
ラ
シ
「
魂
の
交
歓 

光
治
良×

文
化
人 

～
運
命
の
出
逢
い
～
」 

   

第
５
５
７
回   

７
月
26
日(

日) 
13:00

～17:00 

読
書
会  

洋
室
４(

２
階) 

司
会  

豊
田
節
子 

    

テ
キ
ス
ト  

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』「
友
情
」
第
５
章
～
第
６
章 

 (

新
潮
社
版 

黒
い
表
紙
の
も
の) 

 
 
 
 
 
 
 
 

短
編
小
説
「
櫻
花
」
小
説
集
『
愛
す
べ
き
娘
た
ち
』(

コ
バ
ル
ト
叢
書)

鱒
書
房
版  

昭
和
15
年
５
月
５
日
発
行 

   

送
付
資
料
は
、
①
短
編
小
説
『
櫻
花
』 

テ
キ
ス
ト
編
集
・
作
成 

鈴
木
春
雄 

 
 
 
 
 
*

こ
の
３
回
の
例
会
は
、
既
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
愛
好
会
の
活
動
報
告
の
紹
介
で
す
。 

✡
沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会 

会
報
７
月
１
日(

水)

発
行 

 

会
報
「
い
の
ち
の
ふ
る
里
」 

２
０
２
６
年
７
月
１
日
発
行 

 

A
４
判 

小
冊
子 

全
9
頁 

 
 

沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会 

不
破 

久
温
代
表
か
ら 

会
報
「
い
の
ち
の
ふ
る
里
」
を
お
送
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
巻
頭
寄
稿 

企
画
展
「
魂
の
交
歓 

光
治
良×

文
化
人 

～
運
命
の
出
逢
い
～ 

第
１
回
」
に
つ
い
て 

釼
持
直
樹 

 
 

▽
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館
副
主
任
の
釼
持
直
樹
の
企
画
展
に
つ
い
て
の
「
概
要
と
主
な
見
ど
こ
ろ
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま 

 
 

す
。「
手
紙
や
著
作
な
ど
約
80
点
」
が
展
示
さ
れ
て
、
新
し
い
展
示
方
法
で
視
覚
的
に
も
分
か
り
や
す
く
し
て
い
る
と
か
。 

 

特
別
寄
稿 
生
成
AI
が
読
み
解
く
文
学
論 

ー
近
況
報
告
に
か
え
て
ー 

高
田
博
次 

 

楽
し
い
時
間
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

松
村
和
子 

 

会
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
所
感 

芹
澤
守  

長
澤
有
美
子 

不
破
公
美 

神
田
逸
子 

芹
沢
光
治 

五
十
嵐
由
子 

不
破
久
温 

 
 

▽
会
員
各
位
の
光
治
良
先
生
や
芹
沢
文
学
作
品
に
つ
い
て
の
感
想
や
思
い
出
、
そ
し
て
願
い
や
所
感
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

活
動
報
告
と
会
計
報
告 

事
務
局 

会
員
以
外
も
参
加
で
き
る
催
し(

例
年
行
事) 

事
務
局 

 
 

沼
津
芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会 
〒410-0830 

沼
津
市
我
入
道
東
町151-1 

芹
沢
方 

 

☎ 

０
９
０(

７
８
５
５)

４
２
２
９ 

 

❂
芹
沢
光
治
良
先
生
の
生
育
の
地
・
ふ
る
里
で
、
多
く
の
方
々
が
集
い
、
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
文
学
講
演
会
・
光
治
良
忌
・ 

 
 

光
治
良
を
偲
ぶ
会
が
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 
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◎ 
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団 

❖ 

✡  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
   

『
財
団
ニ
ュ
ー
ス 
⒀
』(

２
０
２
６
年
度
の
行
事
計
画) 

２
０
２
６
年
５
月
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇
『
芹
沢
光
治
良
生
誕
１
３
０
年
を
迎
え
て
』
代
表
理
事 

勝
呂 

奏 

 
 
 
 
 
 
 

名
作
「
死
者
と
の
対
話
」
の
一
節
を
引
用
し
て
、「
命
へ
の
根
源
的
な
問
い
」
か
ら
、
作
品
「
秋
扇
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
は
「
人
の
霊
魂
は
不
滅
で
、
そ
の
人
を
知
る
心
の
中
に
残
っ
て
不
死
で
あ
る｣

と
書
い
て
い
る
こ
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
紹
介
。
晩
年
の
連
作
か
ら
、
読
者
は
「
不
死
の
芹
沢
と
心
を
通
わ
せ
た
対
話
を
し
て
い
る
」
と
説 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て
い
ま
す
。「
芹
沢
と
の
素
晴
ら
し
い
対
話
」
の
最
近
の
二
冊
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

□
２
０
２
６
年
度
の
行
事
計
画 

⑴ 

芹
沢
光
治
良
ノ
ー
ト
⑺
・
財
団
ニ
ュ
ー
ス
⒁
の
刊
行   
⑵ 

講
演
会
・
音
楽
会
・
朗
読
会
の
開
催 

 

☆
芹
沢
文
学
の
ま
わ
り
で 

シ
リ
ー
ズ
⑺ 

野
見
山
恵
美
子
「
二
つ
の
ア
ラ
ン
像 

高
田
博
厚 

1932

年
作 

ブ
ロ
ン
ズ
」
胸
像
は1966

年
に
贈
ら
れ
た
。 

 

❂
小
冊
子
『
芹
沢
光
治
良
ノ
ー
ト 

⑹
』(

長
編
小
説
『
狭
き
門
よ
り
』
の
紹
介) 
２
０
２
６
年
５
月
４
日
発
行 

 
 

芹
沢
作
品
を
や
さ
し
く
紹
介
す
る
小
さ
な
冊
子
で
す
。『
狭
き
門
よ
り
』
の
電
子
書
籍
は
小
学
館
か
ら
発
行
さ
れ
た
。 

☆ 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

静
岡
県
沼
津
市 

我
入
道

が
に
ゅ
う
ど
う 

蔓
陀
ヶ
原

ま

ん

だ

が

は

ら

５
１
７
の
１ 

  

芹
沢
光
治
良 

生
誕
百
三
十
周
年 

記
念
企
画
展      

 

☏ FAX  055-932-0255   

電
子
メ
ー
ル 

kojiro @ city.  numazu. lg.  jp 

『
魂
の
交
換 

光
治
良×

文
化
人 

～
運
命
の
出
逢
い
～  

』  

 

期
間 

第
１
回 

６
月
13
日(

土)

～
11
月
29
日(

日) 

 
 
 
 
  

第
２
回 

12
月
12
日(

土)

～
５
月
30
日(

日) 

図
録 

企
画
展

『
魂
の
交
歓 

光
治
良×

文
化
人 

～
運
命
の
出
逢
い
～ 

第
１
回
』
沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

 

発
行
日 

令
和
８(

２
０
２
６)

年
６
月
13
日 

 
 

幼
少
期  

大
山
捨
松 

  

留
学
中  

三
木
清 

ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン 

 

 
 

佐
伯
祐
三 

宮
坂
勝 

ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー 

 
 

作
家
時
代  

小
山
敬
三 

島
崎
藤
村 

林
芙
美
子 

 
四
季
報 

 

夏
号 

 
 
 

第
百
三
十
八
号 (

№
１
３
８
〕 

 
 

芹
沢
文
学
研
究
会 

・ 

会
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
８(

２
０
２
６
）
年
７
月
30

日(

木)

刊
行 

   

＝
夏
の
歌
＝   

 

日
本

に

ほ

ん

中
ぢ
ゅ
う 

 

各
地

か

く

ち

は
猛
暑

も
う
し
ょ 

 

堪 た

え
が
た
き…

 

 

熱
中
症

ね
っ
ち
ゅ
う
し
ょ
う

で 

 

死
者

し

し

ゃ

も
次
々

つ
ぎ
つ
ぎ 

 
 

松
林
庵
主
人 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図録『光治良と文化人』表紙 

   



会
員
便
り
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
小
串 

   

 
 

◎
同
封
資
料
／
①
翻
訳
一
九
三
五
年
ゴ
ン
ク
ウ
ル
賞
衛
門
作
品

「
コ
ナ
ン
大
尉 ｣

ロ
ヂ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
セ
ル 

芹
澤
光
治
良
訳 

雑
誌<

セ
ル
パ
ン> 

昭
和
十
年
三 

 
 

月
號  

第
一
書
房
発
行   

 

②
評
論
「
ざ
ん
げ
記
」
芹
沢
光
治
良
『
わ
が
小
説
』
朝
日
新
聞
学
芸
部
編 

昭
和
37(1962)

年
７
月 

 
 

15
日 

雪
華
社
発
行  

〔
①
②
資
料
提
供 

中
村 

輝
子
〕   

 

③
文
学
評
論 

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㊻ 

大
山
捨
松(

大 

 
 

山
巌
元
帥
夫
人) 

＝
妖
精
と
の
出
会
い
＝  

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表 

小
串 

信
正 

◎
芹
沢
文
学 

豆
知
識
㉚  

芹
沢
光
治
良
先
生
の
生
年
は
明
治
30
年
が
正
し
い
と
い
う
説 

 

芹
沢
先
生
は
、
明
治
何
年
に
生
ま
れ
た
か
は
、
大
き
な
問
題
で
す
。 

学
生
時
代
と
か
就
職
の
文
書
に
は
明
治 

29
年
と
書
い
た
よ
う
で
す
。
昭
和
34
年
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
も1896

と
書
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
本
当
の
生 

年
は
明
治
30(1897)

年
で
あ
る
と
、
少
年
の
頃
か
ら
自
覚
し
て
い
た
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
作
家
に
な
っ
て
か
ら 

の
年
譜
に
は
、
生
年
は
明
治
30
年
と
ず
っ
と
書
い
て
来
た
の
で
す
。
昭
和
40
年
９
月
に
日
本
経
済
新
聞
の
連
載 

に
書
い
た
「
私
の
履
歴
書
26
」
に
も
、 

「
私
は
静
岡
県
の
沼
津
市
の
中
央
を
流
れ
る
狩
野
川
の
河
口
の
左
岸
に
、 

か
た
ま
っ
た
小
さ
な
漁
村
に
、
明
治
三
十
年
五
月
四
日
に
生
れ
た
。」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
芸
術
院
会
員
に
な
ら
れ
た
昭
和
44(1970)

年
頃
に
、
戸
籍
通
り
に
し
た
方
が
と
、
生
年
を
明
治
29
年 

と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
現
在
は
戸
籍
登
録
の
記
録
か
ら
明
治
29
年
と
し
て
、
年
譜
に 

も
明
治
29
年
５
月
４
日
生
ま
れ
と
の
み
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
戸
籍
の
生
年
は
、
祖
父
が
一
年
早
め
て
届
け
た
と
の
こ
と
で
、
大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』
の
第
１ 

巻
『
次
郎
の
生
い
た
ち
』
に
は
、
自
分
を
モ
デ
ル
に
し
た
森
次
郎
が
楊
原
小
学
校
に
入
学
す
る
時
に
、「
一
年
早 

い
と
思
っ
た
が
、
五
月
四
日
生
れ
だ
か
ら
、
早
生
れ
と
し
て
三
十
五
日
早
す
ぎ
る
だ
け
だ
と
、
常
衛
門
は
尤
も
ら 

し
く
自
分
に
説
明
し
た
が
、
実
は
戸
籍
係
が
二
十
九
年
生
ま
れ
と
し
て
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。」
と 

も
あ
り
、
芹
沢
光
治
良
先
生
は
、
や
は
り
正
確
に
は
明
治
30
年
生
ま
れ
が
正
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

で
す
か 

ら
年
譜
に
も
、「
明
治
30
年
５
月
４
日
に
生
ま
れ
た
。
戸
籍
に
は
明
治
29
年
５
月
４
日
生
ま
れ
と
あ
る
が
、
一
年 

早
く
生
ま
れ
た
と
登
録
さ
れ
た
よ
う
だ
。」
と
書
く
べ
き
で
す
。
そ
う
す
る
と
生
誕
百
三
十
年
は
、
来
年
に
な
る 

の
で
す
。
記
念
館
の
記
念
企
画
展
は
、
第
２
回
が
来
年
の
５
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
る
の
で
良
い
と
思
い
ま
す
が
。 

▽
新
入
会
員
の
紹
介 

 

そ
の
後
の
入
会
者
は
有
り
ま
せ
ん
。
新
入
会
員
を
お
誘
い
下
さ
い
。
♤ 

♣ 

♡ 

♦ 

…
…
…
…
 

☆ 

編
集
後
記 

★…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

編
集
責
任 

小
串
信
正…

…
…
…
 
 
 

 

芹
沢
文
学
研
究
会
の
会
報 

第
１
３
８(

夏)

号
と
同
封
資
料
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
夏
の
暑
い

日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
猛
暑
か
ら
酷
暑
と
な
っ
た
所
が
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
熱
中
症
に
お
気

を
つ
け
下
さ
い
。
夏
に
会
報
を
作
成
す
る
の
は
大
変
で
、
ク
ー
ラ
ー
の
無
い
書
斎
で
汗
を
か
き
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン

を
打
っ
て
い
ま
す
。
同
封
資
料
の
作
成
や
文
学
評
論 

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
を
書
く
の
が
大
変
で
す
。 

 

大
相
撲
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
安
靑
錦
が
足
の
怪
我
で
休
場
し
、
大
関
か
ら
関
脇
に
落
ち
て
、
10
勝
以
上
で

復
帰
す
る
場
所
で
し
た
が
、
奮
闘
し
て
勝
ち
続
け
、
何
と
優
勝
決
定
戦
を
制
し
て
３
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。 

 
会
報
作
り
に
尽
力
し
て
い
た
ら
、
何
と
熊
本
で
亦
、
震
度
７
の
大
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
国
東
半
島
の
方
で

も
、
横
揺
れ
し
て
驚
き
ま
し
た
が
、
幸
い
に
震
度
３
で
一
安
心
し
ま
し
た
。
西
日
本
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
は
古
い
し
、
津
波
が
起
き
た
ら
大
変
な
被
害
に
な
り
ま
す…

…

。 

 

梅
雨
の
洪
水
や
夏
の
猛
暑
は
、
地
球
温
暖
化
の
結
果
で
す
。
本
気
に
対
応
し
て
行
か
ね
ば
、
22
世

紀
の
地
球
に
人
類
は
住
め
な
く
な
り
ま
す…

…

。
高
温
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス

ペ
イ
ン
の
山
火
事
も
大
変
で
す
。
侵
略
や
戦
争
は
、
早
く
終
わ
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

で
は
又
。 
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芹
沢
文
学
と
の
関
係 

＝
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
＝ 

 
 
 

山
梨
県
北
杜
市 

松
本 

二
郎 

 
 

芹
沢
文
学
研
究
会
に
入
会
し
て
何
年
に
な
る
の
か
な
。
小
生
、
今
年
の
７
月
で
85

歳
に
な
り
ま
す
が
、
少 

 

し
自
己
紹
介
さ
せ
て
貰
い
ま
す
。
私
は
昭
和
36(1961)

年
に
茨
城
県
の
下
館
一
校
を
卒
業
し
、
昭
和
40

年
に 

  

日
本
軽
金
属
株
式
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
で
静
岡
県
の(

元)

清
水
市
に
住
む
よ
う
に
な
り
ま 

 

し
た
。
そ
こ
で
、
縁
あ
っ
て
清
水
市
に
住
ん
で
い
た
家
内
と
昭
和
41 (1966)

年
に
結
婚
し
た
の
で
す
。
私
の 

 

実
家
は
仏
教
家
族
で
し
た
が
、
家
内
の
家
族
は
キ
リ
ス
ト
家
族
で
し
た
の
で
、
私
は
自
然
に
キ
リ
ス
ト
教
に 

 

入
信
し
ま
し
た
。
清
水
に
は
約
30

年
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
市
の
図
書
館
で
芹
沢
先
生
の
本
に
出
会
い
、
そ 

 

れ
か
ら
先
生
の
本
を
多
く
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
図
書
館
が
近
く
に
あ
っ
た
の
で
良
く
利
し
た
の
で
す
。 

 

図
書
館
で
借
り
た
本
で
特
に
気
に
入
っ
た
物
は
購
入
し
自
分
の
物
と
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
関
係
で
芹
沢 

 

先
生
の
本
は
大
分
購
入
し
ま
し
た
。 

   

前
述
し
た
よ
う
に
家
内
の
家
族
は
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
関
係
で
結
婚
し
て
か
ら
は
、
清
水 

 

聖
ヤ
コ
ブ
教
会
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
供
は
３
人
い
ま
し
た
が
３
人
と
も
幼
児
洗
礼
を
受
け
さ
せ
ま 

 

し
た
。 

芹
沢
先
生
の
本
を
読
む
事
に
よ
っ
て
、
先
生
は
天
理
教
の
関
係
で
大
分
苦
労
し
た
事
を
知
り
ま
し 

 

た
。 

宗
教
関
係
で
は
、
私
は
随
分
勉
強
し
た
方
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 
し
か
し
、
今
で
も
宗
教 

 

と
は
何
か
、
こ
の
年
で
も
良
く
分
か
ら
な
い
状
態
で
す
。 

例
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
聖
書
は
一
つ
で
す 

 

が
、
そ
の
内
容
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
宗
派
は
凄
い
数
で
す
よ
ね
。 

ま
た
、
現
在
、
世
界
中
で
行
わ
れ
て
い
る 

 

戦
い
は
非
常
に
多
く
、
宗
教
が
絡
ん
で
お
り
、
理
解
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。 

本
当
に
、
地
球
は
ど
う
な
っ 

 

て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
本
当
に
困
っ
た
も
の
で
す
。 

 
 

実
は
私
は
、
清
水
市
に
は
約
30

年
住
み
ま
し
た
が
、
55

歳
の
時
に
、 

会
社
の
都
合
で
若
年
退
職
す
る
こ 

 

と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
９(1997)

年
に
、
家
内
の
親
戚
の
人
が
山
梨
県
の
市
の
工
業
団
地
に
工
場
を
建
設
す 

 

る
話
が
出
て
、
そ
こ
で
働
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
訳
で
、
最
初
は
上
野
原
市
と
清
水
市
を
往 

 

復
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
将
来
も
そ
こ
で
働
く
つ
も
り
で
い
た
の
で
、
清
水
市
で
生
活
す
る
よ
り
山
梨
県 

 

の
ど
こ
か
で
生
活
し
た
方
が
良
い
と
考
え
、
種
々
検
討
し
た
結
果
、
上
野
原
市
か
ら
少
し
遠
い
で
す
が
、
小 

 

淵
沢
に
家
を
建
て
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
小
淵
沢
の
ち
か
く
に
は
、
長
坂
聖
マ
リ
ヤ
教
会
や
清
里
聖
ア
ン 

 

デ
レ
教
会
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
長
坂
聖
マ
リ
ヤ
教
会
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
芹
沢
先
生

や
曽
野
綾
子
さ
ん
の
本
を
繰
り
返
し
読
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

連
載 
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会
員
便
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91 

第
４
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の
会
員
順
の
会
員
便
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し
て
連
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